
○津山工業高等専門学校生命倫理委員会規程 
 

令和４年３月24日 

規 程 第 ９ 号 

 

                  改正 令和７年11月６日規程第19号 

（目的） 

第１条 この規則は，津山工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教職員が行うヒト及び動物

（哺乳類，鳥類及び爬虫類）に関する研究（以下「研究」という。）に対し，ヘルシンキ宣言及

び研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針（平成18年文科省告示71号）の主旨に

沿って，倫理的配慮を図ることを目的とする。 

 

（委員会の設置） 

第２条 前条の目的を達成するため，本校に生命倫理委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 

（任務） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる事項を行う。 

一 研究計画の審査を希望する者（以下「申請者」という。）からの申請受理及び審査

二 前号の審査結果に係る異議申立に関する再審査 

三 その他研究の適正な実施のために必要な業務 

 

（審査における留意事項） 

第４条 委員会は，前条の任務を行うに当たり，次の各号に掲げる事項に留意する。

一 被験者の個人の尊厳及び人権の尊重並びに安全に対する配慮に関する事項 

二 被験者（親権者及び代諾者等を含む）へのインフォームド・コンセントに関する事項

三 研究により生じる被験者への不利益及び危険性に関する事項 

四 被験者の同意，及び当該同意を自由に撤回できる方法についての事項

五 研究の結果予想される学問上又は社会への貢献に関する事項 

六 学問上又は社会への貢献よりも，被験者に生じる不利益に対する配慮の優先に関する事項 
 

（組織） 

第５条 委員会は，次の各号に掲げる者をもって構成する。 

一 副校長 

二 医療従事者 １名 

三 法律の専門家等人文・社会・哲学の有識者 １名 

四 事務部長 

五 その他校長が指名する者 若干名 

 

（委員） 

第６条 委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の補欠の委員の任

期は，前任者の残任期間とする。 

 

 



（委員長） 

第７条 委員会に委員長を置き，副校長をもって充てる。 

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

３ 委員長は，必要があるときは，臨時に会議を召集することができる。 

４ 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代行する。 

５ 委員長は，必要に応じ当該研究に必要な知見及び専門知識を持つ教員，産業医，または看護 

師等委員以外の者を委員会の同意を得て出席させ，意見を聴くことができる。 

 

（委員会） 

第８条 委員会は，委員の３分の２以上が出席しなければ開くことができない。 

２  委員は，自らが研究責任者や研究分担者など，審査の対象となる研究に携わろうとする者は

委員に加わることができない。 

３  委員会は，審査をするにあたって，申請者から委員会席上で申請内容等の説明を受け，必要

に応じて外部有識者の意見を徴することができる。 

４ 議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，委員長の決するところによる。 

５  委員は，職務上知り得た秘密情報及び個人情報を正当な理由なく第三者に漏えいしてはなら

ない。その職を退いた後３年間も同様とする。 

 

（審査） 

第９条 本校の教職員が研究を実施しようとするときは，審査申請書（別紙様式１）を委員長に提

出し，当該研究の倫理上の審査を受けるものとする。また，研究期間が，複数年の場合であっ

ても，年度ごとに審査申請書を提出しなければならない。ただし，その場合の２年目以降ある

いは同一申請者の類似研究の場合は，審査の種類を「継続」として，研究方法や倫理的配慮の

変更点についてのみ記載し申請することができる。 

２ 研究方法や倫理的配慮に関する申請内容が年度途中で大幅に変更される場合は，速やかに再

審査を受けなければならない。 

３ 他の機関との共同研究等については，既に当該機関の審査委員会において承認されているも

のは，審査証明書（別紙様式２）又は議事録を審査申請書に添付し申請することにより委員会

の承認を受けることができる。 

４ 審査結果は，議事要旨を作成し，委員会の承認を得た上で公開する。ただし，公開すること

によって，被験者若しくはその家族の人権，研究にかかる創造性又は知的財産権の保護に支障を

生じるおそれがある部分は，非公開とする。 

 

（審査の判定） 

第１１条 審査の判定は，次の各号に掲げる表示による。

一 承認 

二 不承認 

三 非該当 

四 継続審議 

 

 

 



（報告） 

第１２条 委員長は，委員会終了後，審査の内容について速やかに校長に報告する。 

 

 

（判定の通知） 

第１３条 委員長は，委員会の判定を審査判定通知書（別紙様式３）により，申請者に速やかに

通知しなければならない。 

２前項の通知をするにあたっては，審査の判定が，第１１条第２号から第４号である場合には， その

理由等を記載しなければならない。 

 

（異議の申立） 

第１４条 前条により通知された審査結果に対して異議がある場合には，申請者は，異議申立書 

（別紙様式４）を審査判定通知受領後１週間以内に校長に提出し，再審査を１回に限り受ける

ことができる。この場合，異議申立書に異議の根拠となる資料を添付する。 

２ 校長は，前項の異議申立書の提出があったときは，委員会に諮問する。 

３ 委員長は，前項の諮問があった場合は，委員会を招集し，再審査を行う。 

４ 委員長は，再審査の判定結果を校長に答申する。 

５ 校長は，前項の答申に基づき，再審査の判定結果を申請者に再審査結果通知書（別紙様式５）に

より通知する。 

 

（事務） 

第１５条 委員会の事務は，総務課において処理する。 

 

（雑則） 

第１６条 この規程に定めるもののほか，必要な事項は，委員会が定める。 

 

附 則 

この規程は，令和４年４月１日から施行する。 

 附 則（令和７年11月６日規程第19号） 

この規程は，令和７年11月６日から施行する。 

  



５ 概要 

（１）目的 
 

 

 

別紙様式１ 
 

審 査 申 請 書 
 

年 月 日 

津山工業高等専門学校 

 生命倫理委員会委員長 殿 
 
 

申請者 

所属・職名： 

氏   名： 印 

 

津山工業高等専門学校生命倫理委員会規則第９条の規定に基づき，下記研究課題の研究計画に 

ついて，倫理審査を申請します。 

 

１．研究課題名 

２－１ 代表者名 所属 職名 

２－２ 実施（研究）分担者  

氏名 所属・職名  

３－１ 他機関実施分担者の所属・氏名 

３－２ 他機関生命倫理委員等の承認 

有 ・ 無 

３－３ 承認証明書又は議事録の添付 

有 ・ 無 

 

４ 審査の種類 新規 継続 （どちらかを削除） 

 



 

（２）実験対象と方法（安全性に対する配慮と動物の取扱いも含む） 
 

 

 

 
（３）実施場所及び実施期間 

６ 倫理的配慮について（ヒトを対象とする研究の場合） 

（１）個人情報の取り扱いについて 
 

 

 

 

（２）被験者の利益と不利益 
 

 

 

 

（３）被験者への研究内容の説明と同意を得る方法（被験者が未成年の場合は保護者の

同意も必要である。研究内容の説明書と同意書があれば簡素化できる。） 

７ その他 特記事項 



別紙様式２ 
 

審 査 証 明 書 
 

津山工業高等専門学校 

生命倫理委員会委員長 殿 
 

 

 
以下の研究課題は，本組織における生命倫理委員会において審査を行い承認を得たことを 

証明する。 

 
記 

 

 

 

承認年月日：     年   月   日 

研究課題名： 

申請代表者： 

 

機 関 名：                           ㊞ 



別紙様式３ 
 

審 査 判 定 通 知 書 
 

年 月 日 
 

 
 

申請者 

 

殿 

 

津山工業高等専門学校  

生命倫理委員会委員長 

  印 

 

 研究課題名：  
 

 
 

上記研究課題の研究計画を， 年 月 日開催の津山工業高等専門学校生命倫理 

委員会で審査し，下記のとおり判定いたしましたので，通知いたします。 

 

 
 

記 
 

 

 
 

 

 

 

 
判 定 

 

一 承認 承 認 番 号： 

二 不承認 承認年月日： 年 月 日

三 非該当 

四 継続審議 

 

 

 
 

判定二～四については

その理由等 

 



別紙様式４ 
 

異 議 申 立 書 
 

年 月 日 

津山工業高等専門学校長 殿 

 

申請者 

所属・職名： 

氏   名：           ㊞ 
 
 

年 月 日付けの審査判定結果に異議がありますので，再審査を申請します。 
 
 

１．研究課題名： 

２．異議申立の理由（根拠となる資料を添付すること。） 



別紙様式５ 
 

再 審 査 結 果 通 知 書 
 

 

申請者 

年 月 日 
 
 

 

殿 

津山工業高等専門学校長  ㊞ 
 

 
 

研究課題名： 
 
 

貴殿から異議申立てのあった上記研究計画を 年 月 日開催の津山工業高等専門

学校生命倫理委員会で再審査し，下記のとおり判定した。 

 
 

 
判 定 

 

□ 

 

承認 

 

□ 

 

条件付承認 

 

承認番 号： 

承認年月日： 年 月 日 

□ 修正のうえ再申請 □ 不承認 □ 非該当 

勧告・条件 又は 理由 

 


